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会派一同 申年一年 がんばります！
　
新
年
を
迎
え
、さ
ら
な
る
県

政
発
展
・
県
民
生
活
向
上
の
た

め
、会
派
一
同
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、こ
こ
数
年
来
課
題

の
領
土
や
主
権
、経
済
圏
問
題

に
加
え
強
硬
派
に
よ
る
宗
教
対

立
な
ど
、国
際
情
勢
が
節
目
の

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
国
内
で
も
、新
た
な
経
済
圏

と
し
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意

に
よ
る
影
響
懸
念
や
、消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
軽
減
税

率
問
題
、安
保
関
連
法
案
の
成

立
な
ど
、重
要
課
題
が
目
白
押

し
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、県
は
、人
生

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
多
様

な
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の
創
造

を
は
じ
め
と
す
る「
人
口
定
着
・

確
か
な
暮
ら
し
実
現
総
合
戦

略
」を
決
定
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
会
派
は
、「
県
政
改
革

の
理
念
を
共
有
し
、県
政
に
常

に
新
し
い
風
を
送
り
、未
来
の

信
州
を
創
っ
て
い
く
」と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、先
に
知
事

に
提
出
要
望
し
た「
平
成
28
年

度
の
予
算
編
成
と
当
面
の
課
題

に
関
す
る
提
案
書
」を
も
と
に
、

県
民
に
わ
か
り
や
す
く
簡
素
で

効
果
的
な
県
政
運
営
の
た
め
、

情
報
公
開
を
一
層
推
進
し
県
民

が
参
画
し
や
す
い
県
政
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
年
頭
ご
挨
拶

代
表
年
頭
ご
挨
拶
代
表 

下
沢
順
一
郎

11
月
定
例
県
議
会

1
億
4
千
万
円
余
の
補
正
予
算
、

登
山
安
全
条
例
な
ど
を
可
決

○
「
信
州
の
山
」
の
魅
力
や

価
値
の
発
信

　
　
　1
3
0
6
万
円

　
「
信
州
の
山
」
の
魅
力
発

信
の
た
め
県
内
外
へ
の
広
報

を
実
施
、
安
全
登
山
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
、
国
民
の

祝
日
「
山
の
日
」
記
念
全
国

大
会（
仮
称
）の
支
援

○
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進

　
　
　3
3
4
万
円

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
周
知

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や

パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
の
利
用
証
等
を
作
成

○
子
育
て
支
援
の
充
実

　
　
　
　
　9
9
8
万
円

　
国
に
よ
る
「
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
協
賛
店
舗

の
募
集
（
2
0
0
0
店
舗
）

や
事
業
の
周
知

○
道
路
、
河
川
の
復
旧

　
　
　
　8
0
0
0
万
円

　
台
風
等
に
よ
り
被
災
し
た

道
路
、
河
川
の
迅
速
な
復
旧

工
事
を
実
施
（
道
路
の
舗
装

修
繕
8
3
か
所
、
法
面
補
修

3
か
所
、
河
川
の
護
岸
補
修

3
か
所
）

　
こ
の
一
部
改
正
条
例
は
、

い
わ
ゆ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

の
基
準
適
合
義
務
が
生
じ
る

施
設
の
対
象
を
、
公
共
性
や

障
が
い
者
等
の
利
用
度
が
高

い
施
設
に
つ
い
て
、
現
行
の

延
べ
床
面
積
2
0
0
0
㎡
以

上
を
1
0
0
0
㎡
以
上
へ
拡

大
す
る
ほ
か
、
対
象
施
設
に

は
県
独
自
の
整
備
基
準
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
多
目
的
ト
イ
レ
へ

の
大
人
用
介
護
ベ
ッ
ト
の
設

置
や
、
ホ
テ
ル
等
の
客
室
へ

の
障
が
い
者
用
情
報
伝
達
設

備
の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
や
妊
産

婦
等
の
方
々
の
円
滑
な
駐
車

場
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

優
先
駐
車
区
画
の
利
用
証
交

付
な
ど
を
行
う
「
信
州
パ
ー

キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制

度
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
県
議
会
は
、
県
内
で
造
ら

れ
る
清
酒
や
ワ
イ
ン
、
ビ
ー

ル
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
な
ど
で
の

〝
乾
杯
〞
を
通
じ
て
、
地
域

資
源
で
あ
る
地
酒
等
の
一
層

の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

「
信
州
の
地
酒
普
及
促
進
・

乾
杯
条
例
」
案
を
議
員
提
出

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
県
や
事
業
者
に
は
積
極
的

な
取
り
組
み
を
、
県
民
の
皆

様
に
は
協
力
を
お
願
い
す
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
地
酒
等
で
乾
杯

を！
健
康
に
留
意
し
飲
酒
運

転
を
せ
ず
、
楽
し
い
酒
席
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
県
は
、
多
く
の

登
山
者
が
長
野
県

へ
来
訪
し
滞
在
し

て
も
ら
え
る
よ
う

登
山
の
安
全
対
策

を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
「
登

山
安
全
条
例
」
を

提
案
、
県
議
会

は
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、

登
山
道
な
ど
の
環

境
整
備
を
図
る
こ

と
、
火
山
噴
火
時

の
避
難
計
画
づ
く
り
や
シ
ェ

ル
タ
ー
等
の
避
難
施
設
の
整

備
を
県
と
市
町
村
等
が
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
で

す
。

　
ま
た
、
遭
難
発
生
の
お
そ

れ
が
高
い
山
岳
の
登
山
道
は

「
指
定
登
山
道
」
と
し
て
登

山
計
画
書
の
届
出
が
義
務
付

け
さ
れ
、
施
行
日
は
平
成
28

年
7
月
1
日
に
な
り
ま
し

た
。

　
登
山
者
の
山
岳
保
険
へ
の

加
入
は
、
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。

浅間山（前掛山）に設置されているシェルター
議
員
提
出
の
〝
信
州
の
地
酒
で
乾
杯
〞

条
例
案
が
可
決
成
立

議
員
提
出
の
〝
信
州
の
地
酒
で
乾
杯
〞

条
例
案
が
可
決
成
立

誰
も
が 

安
心
し
て
行
動
で
き
る
社
会
に
…

誰
も
が 

安
心
し
て
行
動
で
き
る
社
会
に
…

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
一
部
改
正

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
一
部
改
正

「
登
山
安
全
条
例
」
の
概
要

「
登
山
安
全
条
例
」
の
概
要

〝
登
山
を
安
全
に
楽
し
も
う
！
〞

〝
登
山
を
安
全
に
楽
し
も
う
！
〞
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リ
ニ
ア
を
め
ぐ
る
動
き

　
建
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

県
内
路
線
の
明
か
り
区
間
に

つ
い
て
、
中
心
線
測
量
が
９

月
に
終
了
し
、
南
ア
ル
プ
ス

ト
ン
ネ
ル
長
野
工
区
工
事
も

今
月
末
に
は
契
約
の
予
定
で

す
。
ま
た
、
発
生
土
置
き
場

に
つ
い
て
も
、
優
先
順
位
の

高
い
候
補
地
か
ら
測
量
や
環

境
調
査
を
実
施
し
、
関
係
自

治
体
と
協
議
中
で
す
。
保
安

林
解
除
に
関
す
る
林
野
庁
と

の
協
議
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
11
月
24

日
に
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
建
設
促
進
長
野
県
協
議
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

東
海
に
対
し
て
地
元
業
者
の

活
用
な
ど
を
求
め
る
６
項
目

の
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

 

リ
ニ
ア
を
地
方
創
生
に

　
12
月
２
日
に
は
、
上
下
伊

那
選
出
県
議
と
県
リ
ニ
ア
担

当
部
局
と
の
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
14

日
に
は
、
飯
伊
選
出
県
議
と

広
域
連
合
（
14
市
町
村
長
）

と
で
、
駅
周
辺
整
備
や
旧
工

業
高
校
の
利
活
用
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
と
し
て
は
、
駅
の
目
指

す
べ
き
姿
を
わ
か
り
や
す
く

示
す
べ
き
こ
と
。
土
地
の
限

ら
れ
た
当
地
域
で
は
駅
周
辺

に
全
て
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
ず
、
「
伊
那
谷
ま
る
ご
と

駅
前
広
場
」
の
発
想
で
取
り

組
む
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
、

郡
市
民
一
人
ひ
と
り
が
リ
ニ

ア
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
も

ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
、
な
ど
提
案
し
ま

し
た
。

　
「
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
」
と
い
わ
れ
る
リ
ニ
ア
で

す
が
、
こ
れ
を
活
か
す
に
は
、

議
論
は
尽
く
し
た
上
で
、
決

ま
っ
た
こ
と
は
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
島
根
県
中
山
間
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
統
括

監
の
藤
山
浩
さ
ん
は
、
「
人

口
と
は
、
人
生
の
数
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
抽
象

的
な
１
億
と
い
う
数
字
で
は

な
く
、
１
億
人
の
人
生
の
問

題
な
の
で
す
。
数
さ
え
多
け

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
幸
せ
で
美
し

い
人
生
を
一
人
一
人
が
具
体

的
に
享
受
す
る
こ
と
が
一
番

大
切
な
の
で
す
。」と
述
べ
て

い
ま
す
。私
も
こ
の
こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
取
り
組
み
ま
す
。

リ
ニ
ア
を
地
方
創
生
に

活
か
す

リ
ニ
ア
を
め
ぐ
る
動
き

県
協
議
会
総
会
で
あ
い
さ
つ

県
協
議
会
総
会
で
あ
い
さ
つ

　
副
議
長
は
一
般
質
問
を
行

わ
な
い
た
め
、
定
例
会
の
前

段
に
行
わ
れ
る
知
事
と
正
副

議
長
・
各
派
代
表
者
と
の
懇

談
会
は
、
知
事
等
に
提
言
・

要
望
す
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

今
回
（
11
月
11
日
）
は
次
の

３
点
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
開
通
以
来

約
20
年
、
小
道
木
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
た
。
歴
代
知
事
は

じ
め
関
係
者
の
尽
力
に
感
謝

す
る
。
「
峠
の
綱
引
き
」
も

来
年
は
30
回
目
と
な
る
の
で
、

阿
部
知
事
に
も
是
非
ご
覧
頂

き
た
い
。
「
地
方
創
生
」
の

た
め
に
も
、
こ
う
し
た
県
境

を
超
え
た
交
流
に
い
っ
そ
う

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
今
年
度
の
事
業
実
施
後
に

３
年
前
の
改
正
の
検
証
を
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
来
年
度
も
こ
の
ま
ま

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

前
倒
し
て
見
直
し
、
特
に
国

の
地
方
創
生
策
で
は
手
が
届

か
な
い
よ
う
な
事
業
の
支
援

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
筑
波
大
学
が
開
発
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
（
前

号
で
紹
介
）
が
、
医
療
機
器

と
し
て
保
険
適
用
が
認
め
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
信
州
大
学

と
し
っ
か
り
連
携
し
て
、
県

内
経
済
活
性
化
の
た
め
に
も
、

遅
れ
を
取
ら
な
い

よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
、
地
方
自
治
の
堅
持
、

安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止

等
を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
請
願
５
件
に
つ
い
て
は
、

私
を
含
む
会
派
の
有
志
が

賛
成
し
ま
し
た
が
少
数
否

決
と
な
り
、
請
願
に
お
応

え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

阿
部
知
事
に

  

意
見
・
要
望

阿
部
知
事
に

  

意
見
・
要
望

　県
政
報
告
第
35
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
長
野
県
は
10
月
22
日
、
「
人
口
定

着
・
確
か
な
暮
ら
し
実
現
総
合
戦
略
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
広
い
長
野
県
に

あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
こ
の
戦
略
に
そ
っ
て
成
果
を
あ
げ
、
光
り

輝
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
７
年
に
一
度
の
「
お
練
り
ま
つ
り
」

の
今
年
は
、
そ
の
大
切
な
第
一
歩
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
11
月
４
日
、
グ
エ
ン
・
ク

オ
ッ
ク
・
ク
オ
ン
駐
日
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
特
命

全
権
大
使
が
正
副
議
長
を
表

敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談

の
中
で
は
、
い
っ
そ
う
の
交

流
の
促
進
と
日
越
友
好
議
員

連
盟
の
設
立
を
要
請
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
企
業
局
が
新
た
に
建
設

す
る
、
奥
裾
花
第
２
発
電
所

（
10
月
30
日
）
と
高
遠
発
電

所
（
11
月
11
日
）
の
起
工
式

に
、
県
議
会
の
代
表
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
拠

点
と
し
て
の
運
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
10
月
24
日
、
和
歌
山
県
で

開
催
さ
れ
た
第
15
回
全
国
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

会
式
に
出
席
し
、
結
団
式
で

県
選
手
団
を
激
励
し
ま
し

た
。
皇
太
子
殿
下
の
ご
臨
席

の
下
、
全
国
か
ら
選
手
団
、

観
覧
者
、
大
会
関
係
者
約
１

万
５
千
人
が
参
集
し
、
様
々

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露

さ
れ
、
心
に
残
る
開
会
式
で

し
た
。

 

11
月
10
日
に
は
、
下
伊
那

郡
西
部
村
議
会
議
員
会
か
ら

の
陳
情
を
、
11
月
26
日
に

は
、
売
木
村
及
び
売
木
村
議

会
か
ら
の
陳
情
を
受
け
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
道
路
の
整
備

を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
課
題
ば
か
り
で
あ
り
、

県
議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り

取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。

請
願
に
応
え
ら
れ
ず

県
境
を
超
え
た
交
流
支
援

県
境
を
超
え
た
交
流
支
援

元
気
づ
く
り
支
援
金
の
活
用

元
気
づ
く
り
支
援
金
の
活
用

ロ
ボ
ッ
ト
開
発

ロ
ボ
ッ
ト
開
発

副
議
長
の
公
務
か
ら

副
議
長
の
公
務
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
大
使
と
懇
談

ベ
ト
ナ
ム
大
使
と
懇
談

発
電
所
の
起
工
式

発
電
所
の
起
工
式

全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

全
国
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陳
情
等
の
受
理

陳
情
等
の
受
理

ベトナム大使（右から２人目）とベトナム大使（右から２人目）と

高遠発電所起工式高遠発電所起工式

元気よく入場する県選手団元気よく入場する県選手団

下伊那郡西部の議長や村長さんと下伊那郡西部の議長や村長さんと

　あけましておめでとうございます。

私事ながら今年還暦となります。人

生の節目の年、決意も新たに、県政

発展と県民生活向上のため、政務活

動に誠心誠意取り組んでまいります。

本年もよろしくお願いいたします。

（公職選挙法により市内への年賀状は欠礼いたします）

年頭にあたって年頭にあたって

会派の仲間で同学年の堀場議員の議事を進行

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
の
時
代
に
向
か
っ
て

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
の
時
代
に
向
か
っ
て

「
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
」
飯
田
で
実
現
を

「
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
」
飯
田
で
実
現
を

　
県
民
に
身
近
な
議
会
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
県

庁
見
学
に
訪
れ
た
小
学
生

の
議
場
見
学
時
に
、
正
副

議
長
や
広
報
委
員
な
ど
が

説
明
を
す
る
取
組
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
全

体
で
１
３
３
校
、
７
、
８

１
４
人
に
実
施
し
、
こ
の

う
ち
私
は
、
58
校
（
79

回
）
３
、
１
２
１
人
の
皆

さ
ん
に
説
明
で
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
の
率
直
な

質
問
を
受
け
、
こ
ち
ら
も
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
し
、

広
報
委
員
長
と
し
て
の
責
任

も
果
た
せ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
今
年

度
２
回
目
の
「
こ
ん
に
ち
は

県
議
会
で
す
」
を
、
１
月
19

日
に
平
谷
村
と
売
木
村
で
開

催
し
ま
す
。
正
副
議
長
、
広

報
委
員
、
地
元
県
議
が
出
席

し
、
中
山
間
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、

地
域
の
課
題
を
把
握
す
る
た

め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
11
月
定
例
会
の
状

況
な
ど
お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ

シ
版
「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会

で
す
」
は
、
１
月
17
日

（
日
）
に
新
聞
折
込
に
て
配

布
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
会
活
動
か
ら

広
報
委
員
会
活
動
か
ら

議
場
説
明
は
約
８
千
人
に

こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す

上村小・和田小の皆さん上村小・和田小の皆さん


